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5 閉会

令和元年度水防功労者国土交通大臣表彰受賞に伴う市長表敬訪問につい
て～台風第１９号による災害の対応に貢献～・・・・・・・・・・

2月　行事・イベント等のお知らせ

「おやま二千本桜まつり」の開催について
～二千本を超える思川桜の祭典～・・・・・・・・・・・・・・・

「大つけ麺博presents美味しいラーメンと人気芸人とアイドルを小山に
集めてみました祭」の開催について～歴史あるラーメンイベントが小山
市に上陸！！～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

東京２０２０大会記念品プロジェクトに本場結城紬が参画しました
～未来につなぐ　世界に誇る　おやまの宝～・・・・・・・・・・

一般県道粟宮・喜沢線　第一奥州街道踏切改良工事竣工式の開催につい
て～歩行者が安全に踏切を横断できるようになりました～・・・・

小山市空き家又は空き室を利用した住宅宿泊事業支援補助金交付要綱の
制定について～県内初の補助制度で民泊を促進し、空き家の削減と地域
活性化を図ります～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（一社）倫理研究所　小山市倫理法人会・小山中央倫理法人会
との連携協定について～あたたかな家庭が育めるまち“小山”を目指し
て～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

栃木ゴールデンブレーブス表敬訪問及び激励会について
～　がんばれ！栃木ゴールデンブレーブス！！～・・・・・・・・

「防犯セミナー・セーフティー教室」の開催について
～ＳＮＳの安全な利用について確認し、自分で自分の身を守ろう！～

令和２(2020)年2月12日

2月定例記者会見

  発表内容

令和２年度当初予算(案)の概要について～新庁舎建設(竣工)、令和元年
台風第１９号被害からの復旧・復興対策、人口減少対策と持続可能な社
会づくり推進のための過去最大積極予算～・・・・・・・・・・・

「おやまサマーフェスティバル2020」第69回小山の花火の開催日程つい
て～記念すべきの年に特別な時間を過ごすために～・・・・・・・

再開発マンションで移住定住促進
～建設中の小山のまちなか再開発の２０１９年までの進捗状況～

ハンガリー競技団体との事前キャンプに係る覚書を締結しました
～水球・新体操・体操の３種目の受入れを約束～・・・・・・・・

東京オリ・パラ開催に向けた外国人集団救急対応訓練の実施について
～世界に発信、安全安心なまち“おやま”～・・・・・・・・・・

ハンガリー新体操連盟によるトレーニングキャンプの実施について
～ハンガリー新体操チームが開運のまち小山でトレーニングキャンプ
中！～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

社会福祉法人パステルの「ノウフクJAS」取得について
～関東で初の認証取得 農福連携を推進～・・・・・・・・・・・



    

 

記者会見資料 

総合政策部 財政改革課 

 

 
令和２年度当初予算(案)の概要について 

～新庁舎建設(竣工)、令和元年台風第１９号被害からの復旧・復興対策、 

人口減少対策と持続可能な社会づくり推進のための過去最大積極予算～ 

 

令和 2 年度当初予算は、「ひと・行政を創る」、「まちを創る」、「くらしを創る」の３つの   

まちづくりの基本理念を実現するため、人口減少対策と持続可能な社会づくりに積極的に取り

組むとともに、令和元年台風第 19 号被害からの復旧・復興対策の推進、令和 2 年度末竣工   

予定の「新庁舎建設」の着実な推進、及び計画期間の最終年度となる「第 7 次小山市総合計画」

と令和 2 年度を初年度とする「第 2 次小山市まち･ひと･しごと創生総合戦略」に掲げた諸施策

について、国の「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」と連携を図りながら、確実に実行す

るための予算編成といたしました。主な取り組みとして、 

第 1 に、圏央道の開通により立地利便性が一段と向上した栃木県第 2 の｢南都｣として、   

新 4 号国道沿線の新規工業団地の開発による企業誘致及び若者の雇用の確保、駅周辺のコンパ

クトシティ・市街地整備・再開発の実施による移住定住人口の増加など、｢人と企業を呼び  

込む施策｣の更なる推進と、夢・未来あふれる〝新しい時代の行政創り″の中枢拠点である  

｢新庁舎建設｣の竣工、 

第 2 に、5 年目となる国営かんがい排水事業｢栃木南部地区｣の事業促進、令和元年度に一級

河川の指定を受けた豊穂川及び杣井木川等の｢排水強化対策｣、同排水強化対策完成までの 

｢緊急排水強化対策」の推進による｢安全安心な小山市｣の創造、 

第 3 に、出会いから結婚・妊娠・出産・育児までの包括的な子育支援、産後ケアの実施、   

回復期リハビリテーション病院等整備支援、幼児教育・保育の無償化、老人クラブ育成、地域

包括ケアシステム構築、豊田中学区新設小学校着工、英語教育のまち推進など、保健・医療・

福祉・教育対策の充実による、平成 25 年度の｢高齢化対応度日本一｣に続く｢子育て支援日本一｣、

｢健康長寿 100 歳都市｣の実現 

第 4 に、栃木県紬織物技術支援センターがオープンし、ユネスコ無形文化遺産登録 10 周年

を迎える｢本場結城紬｣、小山市の｢宝｣であるコウノトリの長期滞在が実現し、拠点施設が整備

された｢渡良瀬遊水地｣、｢小山評定｣、｢スポーツのまちおやま｣などの地域資源に磨きをかけ、

農泊民泊や民間活力の導入によるスポーツ資源を活用した｢アグリ・スポーツツーリズム、  

インバウンド｣による観光地域化の推進による交流人口・関係人口の拡大 

第 5 に、5 年目を迎える下野市・野木町・結城市との｢小山地区定住自立圏構想｣、渡良瀬   

遊水地を共有する 4 市 2 町による｢関東どまんなかサミット｣、「栃木市との連携強化」等の  

推進による｢50 万中核都市｣の実現を目指すこととします。 

これらの実現のため、企業誘致・移住定住の促進や市税収納率の向上、庁舎の集約により  

不用となる市有地の売却、ふるさと納税の強化等、自主財源の確保を図るとともに、全職員が

一丸となって、企業的経営感覚に立ち、常にコスト意識を持った経費全般にわたる節減合理化、
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ＡＩやＲＰＡ等のＩＣＴを活用した効率的な行政運営による時間外手当の削減など、「入るを

量りて出ずるを制する」歳入に見合った歳出構造改革に一層取り組むなど、限られた財源を 

有効かつ効果的に活用してまいります。 

特に、「新庁舎建設」については、国の「市町村役場機能緊急保全事業」を活用し、約 65 億

9 千万円を計上したほか、思川・豊穂川・杣井木川等の排水強化対策として約 2 億 8 千万円、

豊田中学区新設小学校建設に約 7 億 3 千万円を計上するなど、「豊かで活力があり、暮らし  

やすい小山」の実現に向け積極的に取り組んでまいります。 

以上を踏まえ、令和 2 年度の予算総額は 673 億 5 千万円と 前年比 29 億 5 千万円、4.6％増

の過去最大予算となりました。 

 

当初予算における主な事業は、 

１．市民生活の安全･安心･健康づくり･医療・保健･スポーツ･教育･福祉対策の推進 

 10,956,932 千円 

①市民の生命・財産を守り、地域の安全・安心な暮らしのために  7,339,316 千円 

｢新庁舎建設(竣工)｣、｢○新 新庁舎災害対策本部システム整備」、｢国営かんがい排水事業  

栃木南部地区推進｣、｢排水強化対策〔排水対策補助金(田んぼダム設置）、豊穂川整備用地

取得･補償、小山栃木･立木排水路測量、簡易水位計設置(杣井木泉橋、西仁連川)〕｣、   

｢防災体制強化〔避難所環境改善(屋内運動場空調機設置)、防災ラジオ助成、備蓄物資  

整備〕｣、｢地域防災力強化推進(自主防災組織設立、防災士資格取得)｣、｢コミュニティ  

ＦＭ(おーラジ)運営｣、｢消防力強化(消防団車両更新・高規格救急車更新)｣、｢小山市水防

訓練｣、｢○新高齢者安全運転サポート補助」 

②健康づくり・医療・保健・スポーツ・教育の充実のために  739,435 千円 

｢健康長寿はとむぎ 100 歳[地方創生]｣、｢風しん抗体検査」、｢回復期リハビリテーション

病院等整備費補助」、｢東京オリンピック・パラリンピック推進」、｢栃木国体推進」、｢市立

体育館建設(ＰＦＩ)｣、｢小･中･義務教育学校ＩＣＴ環境整備(パソコン･タブレット)｣、  

｢英語教育のまち推進(ＡＬＴ大規模校増員)｣、｢食育推進(○新 小山産コシヒカリ)」、｢国  

史跡摩利支天塚･琵琶塚古墳整備(琵琶塚古墳着工)｣、｢文化財保存活用地域計画策定｣ 

③高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策等社会保障の充実のために 

  2,878,181 千円 

｢第 4 期地域福祉計画策定｣、｢すこやか長寿プラン 2021 策定」、｢生き生き好齢者育成支援｣、

｢地域包括ケアシステム推進｣、｢第 6 期障がい福祉計画策定」、｢基幹相談支援センター  

運営｣、｢重度心身障がい者医療費扶助｣、｢障がい者介護給付｣、｢障がい児通所支援｣、｢生

活困窮者自立支援｣ 
 

２． まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進  6,832,287 千円 

①産業の振興による新たな雇用の創出のために  1,452,303 千円 

｢新規工業団地開発推進(テクノパーク小山南部、○新 第四工業団地第二工区)｣、｢企業誘致

促進｣、｢工業振興奨励｣、｢本場結城紬生産振興･普及(ユネスコ無形文化遺産登録 10 周年

記念、日本遺産登録記念、生産振興、後継者育成、プロモーション)｣、｢農地耕作条件   

改善(農道･ほ場整備)｣、｢県営経営体育成基盤整備(大谷東部、塚崎･東野田)｣、「○新 スマー

ト農業推進」、「農福連携推進」、｢新規就農者育成｣、｢第 6 次産業化農業振興(6 次産業化･

農林水産物･食品の輸出に関する 5 か年計画策定)」、｢担い手･農地総合対策(企業参入推進

補助)｣、「高収益農業生産拡大」、｢菜の花プロジェクト推進｣、｢日本型直接支払制度｣、  

「イノシシ被害等対策」、「第 3 期商業･観光振興計画策定」、｢おやまブランド(企画･普及･

全国発信)｣、｢料理人の聖地創出[地方創生]｣ 

2



    

 

(参考) 主な経費の比較 (単位:百万円、％)

性質別

金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 増減率 構成比

義務的経費 29,484 43.8% 28,155 43.7% 1,329 4.7 0.1

人件費 9,925 14.7% 8,976 13.9% 949 10.6 0.8

うち特別職･一般職(会

計年度任用職員除く)
8,948 13.3% 8,976 13.9% △ 28 △ 0.3 △ 0.6

扶助費(社会保障費) 13,819 20.5% 13,361 20.8% 458 3.4 △ 0.3

公債費 5,740 8.6% 5,818 9.0% △ 78 △ 1.3 △ 0.4

投資的経費 12,681 18.8% 10,242 15.9% 2,439 23.8 2.9

うち新庁舎整備 6,454 9.6% 4,986 7.7% 1,468 29.4 1.9

令和2年度 令和元年度 対前年度比

②新しい人の流れの創出のために  517,111 千円 

｢第 2 期シティプロモーション計画策定」、｢ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地観光地化

推進(ヨシ灯り、エコ･アグリツーリズム推進、エコミュージアム化、環境にやさしい農業

推進、コウノトリ・トキの野生復帰、観光誘客推進、第二調節池湿地保全推進)」、｢○新武道

ツーリズムを核とした日本文化魅力発信プロジェクト[地方創生]｣、｢○新 思川水辺活用  

(ミズベリング)推進[地方創生]｣、｢○新小山御殿広場を中心としたまちの賑わい創出[地方創

生]｣、｢移住・定住促進〔空き家等を活用した二地域居住促進[地方創生]、ＩＪＵ(移住)

推進〕｣、｢転入勤労者等住宅取得支援(思川駅北、多世代同居)」、｢○新 城山公園フラワー   

パーク整備(着工)｣、｢農泊民泊推進｣、｢ロブレ再生支援｣ 

③出会いから結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現のために  3,800,548 千円 

｢とちぎ結婚支援センター小山運営｣、｢妊産婦健康診査助成｣、｢不妊･不育症治療費助成｣、

｢○新 産前･産後サポート」、｢産後ケア推進｣、｢認定こども園施設型給付(○新せいほう幼稚園、

○新 静林幼稚園)｣、｢認定こども園等一時預かり(○新 せいほう幼稚園、○新 静林幼稚園)」、  

｢保育所等施設整備補助〔○新 (仮称)若木保育園、○新 羽川幼稚園〕」、｢放課後児童健全育成  

(せいほう学童保育館)」、｢○新ひとり親家庭通学補助｣、｢キッズランドおやま運営｣、｢こど

も医療費助成」、｢予防接種費助成(ロタ)｣ 

④ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進のために  1,062,325 千円 

｢第 8 次小山市総合計画策定｣、「ＳＤＧｓ持続可能なまちづくり推進」、｢第 2 期小山地区

定住自立圏共生ビジョン策定｣、「第 4 次環境基本計画策定」、「ごみ減量化」、「第 4 次男女

共同参画基本計画策定」、「○新 多言語翻訳･読み上げアプリ導入」、「外国人共生社会推進」、

「教職員働き方改革(校務支援システム導入)」、「市職員働き方改革(ＩＣＴ利活用実証 

試験･導入)」、「○新 会計年度任用職員制度」 
 

３．社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生の推進  2,580,443 千円 
①産業･都市･教育基盤整備による｢人と企業を呼び込む施策｣推進のために  2,194,901 千円 

｢市街地再開発(駅東通り一丁目第一地区、城山町二丁目第一地区等)｣、｢都市再生整備 

〔小山駅周辺地区･大谷地区(大川幹線･支線着工)･間々田駅周辺地区〕｣、｢3･4･101 城東

線道路整備｣、「○新思川駅北口地区整備」、｢○新豊田中学区新設小学校整備(着工)｣、「○新 乙女

中学区小中一貫校整備(基本構想)」、「学校跡地有効活用調査(豊田南小･北小跡地活用  

検討)」  

②地域住民の利便性向上のために  385,542 千円 

｢大谷地区中心施設整備(実施設計)｣、｢○新 有料体育施設指定管理制度導入」、｢○新 ＡＩを  

活用した互助輸送構築[地方創生]｣、「○新ＭａａＳ等新技術活用検討」、｢コミュニティバス

運営(ハーヴェストウォーク線)｣、｢マイナンバーカード取得促進｣ 
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  記者会見資料 

 

教育委員会 東京オリ･パラ･栃木国体推進課 

 

１．件 名 

ハンガリー競技団体との事前キャンプに係る覚書を締結しました 

～水球・新体操・体操の３種目の受入れを約束～ 

 

２．内 容 

   東京 2020 大会におけるハンガリー競技団体の事前トレーニングキャンプに係

る覚書について、ハンガリーオリンピック委員会、栃木県、小山市との間で締結

式を行いました。覚書締結により、小山市での水球・新体操・体操の事前キャン

プ受入れが約束されました。 

 

３．覚書締結式の概要 

（１）日 時：令和２（2020）年２月９日（日）13:00 から 14:00 

（２）場 所：宇都宮東武ホテルグランデ ４階「松柏Ⅰ」 

 

４．覚書締結種目とトレーニング会場 

（１）ハンガリー水球連盟 

トレーニング会場：栃木県立温水プール館および栃木県立県南体育館 

※男子チームが東京オリンピック出場権を獲得済み 

 （２）ハンガリー新体操連盟 

    トレーニング会場：栃木県立県南体育館 

 （３）ハンガリー体操連盟 

    トレーニング会場：白鴎大学 

※ジョーフィア コヴァチ（Zsófia Kovács）選手が女子個人総合で東京   

オリンピック出場権を獲得済み） 
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  記者会見資料 

 

教育委員会 東京オリ･パラ･栃木国体推進課 

 

１．件 名 

ハンガリー新体操連盟によるトレーニングキャンプの実施について 

～ハンガリー新体操チームが開運のまち小山でトレーニングキャンプ中！～ 

 

２．事前キャンプ概要 

（１）受入日程 令和 2（2020）年 2 月 8 日（土）から 2 月 17 日（月）（10 日間） 

（２）トレーニング会場 白鷗大学本キャンパス体育館（白鷗アリーナ） 

 

３．滞在中のイベント等 

Ⅰ．市長表敬訪問 

（１）日 程 2 月 10 日（月）16：30 から 

（２）会 場 市長公室 

（３）出席者 ダイチ=ラジャー二・エリカ ヘッドコーチ 

タルトーツキ・ヴェラ コーチ 

       ピグニツキ・ファッニ選手・ユハース・アンナ選手 

 

Ⅱ．学校訪問 

（１）日 程 2 月 12 日（水）13：30 から 15：00 

（２）訪問先 小山市立小山城東小学校・小山市立間々田小学校 

（３）出席者 選手およびコーチ等が２班に分かれて来校 

 

Ⅲ．歓迎レセプション 

（１）日 程 2 月 13 日（木）18：00 から 

（２）会 場 小山グランドホテル ２階 飛天の間 

（３）出席者（予定）駐日ハンガリー大使館一等書記官 コロジ=キシ・エステル氏 

栃木県体操協会関係者、栃木県関係者、小山市関係者 

 

Ⅳ．新体操日本代表（フェアリージャパン POLA）との合同練習 

（１）日 程 2 月 15 日（土） 

  ①公開練習会  2 月 15 日（土）10：00 から 12：00 

          開場 9：30  ※先着 300 席（小山市民優先席 150 席） 
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記者会見資料 

消防本部 消防署    

 

１．件  名 

  東京オリ・パラ開催に向けた外国人集団救急対応訓練の実施について 

  ～世界に発信、安全安心なまち“おやま”～ 

 

２．要  旨 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックの開催を間近に控え、当市にも多く

の外国人訪日者が訪れることが予測されます。 

そこで小山市と茨城県結城市の市境で、外国人多数傷病者発生の交通事故を

想定し、傷病者にはスマートフォンの多言語音声翻訳アプリを使用しながら迅

速かつ的確な観察を実施する等、多数傷病者への対応、隣接消防本部及び医療

機関との連携強化を目的とした訓練を実施するものです。 

 

３．内  容 

   「新４号国道にて、大型バスと乗用車の衝突事故により外国人の負傷者が発

生した」と事故を想定。 

小山市消防本部及び筑西広域市町村圏事務組合消防本部の指揮隊、救急隊及

び救助隊が出動するとともに、自治医科大学附属病院及び新小山市民病院の医

療チームを要請し、合同で多数傷病者発生時の部隊指揮、医師と連携した現場

処置、トリアージ及び適切な搬送順位の決定、外国人傷病者の対応を行うもの

です。 

 

４．開 催 日 

  令和２（２０２０）年２月２７日（木）午前９時３０分から正午まで 

 

５．開催場所 

  小山市大字外城地内 小山総合公園第３駐車場 

 

６．訓練参加機関 

小山市消防本部、筑西広域市町村圏事務組合消防本部 

小山市教育委員会、地方独立行政法人新小山市民病院、自治医科大学附属病院 

株式会社きぼう国際外語学院 
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記者会見資料 

産業観光部 農政課   

 

 

１．件  名   

社会福祉法人パステルの「ノウフクJAS」取得について 

〜関東で初の認証取得 農福連携を推進〜 

 

２．要  旨 

この度、社会福祉法人パステルが、関東初、全国で１０例目の「ノウフクJAS」を取

得することが内定し、認定証授与式が3月3日に予定されております。 

 この認証取得により、パステルで生産された、農産物や加工品の信頼性が高まり、

販売が拡大し、利用者の賃金アップが期待されます。 

 この、「ノウフクJAS」とは、平成３１（２０１９）年3月に新たに制定された日本

農林規格（JAS）の一つで、障がい者が主体的に携わって生産した農林水産物及びこれ

らを原材料とした加工食品について、その生産方法及び表示の基準を規格化したもの

です。 

 

【規格の主な内容】 

 · 農林水産物の主要な生産行程に障害者が携わっている 

 · 障害者が携わった生産行程の情報提供 

 · 加工食品において使用する原材料やその管理 

 · 包装・容器等への表示の方法及び内容 

 

３．認定証授与式 

  日時：令和２（２０２０）年３月３日（火）（予定） 

     午後１時 

  会場：パステルＣＳＷおとめ 
     小山市大字乙女６２５－２ 
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記者会見資料 

産業観光部 商業観光課 

 

１ 件 名   

「おやまサマーフェスティバル 2020」第 69 回小山の花火の開催日程ついて 

～記念すべきの年に特別な時間を過ごすために～ 

 

２ 趣 旨 

    令和２（２０２０）年の「第６９回小山の花火」の開催日程が下記のとおり

決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

３ 内 容 

 日程 令和２（２０２０）年８月１５日（土） 

  ※雨天決行。河川の増水や荒天等による延期の場合は１６日（日）。 

 時間 午後７時１０分 ～ 午後８時４５分 

 場所 観晃橋下流思川河畔 

 理由 例年、７月の最終土日に「おやまサマーフェスティバル」を開催 

しているところですが、２０２０年は東京オリンピックの開催期間

と重なり、十分な警備体制を取ることが難しいことから、小山警察

署並びに関係団体と協議した結果、例年の開催日程を変更すること

といたしました。なお、令和２（２０２０）年は花火大会のみの開

催とするものです。 

 

8



記者会見資料 

(一社）小山市観光協会 

産業観光部 商業観光課 

 

 

１．件 名   

「おやま二千本桜まつり」の開催について 

～二千本を超える思川桜の祭典～ 

 

２．要 旨 

人々に愛されている桜の観光名所をＰＲするとともに、小山市の花である思川桜を紹介し、

イベントを開催することにより、誘客を図り、小山市をＰＲし、更には商業の活性化につな

げることを目的に開催するものです。 

 

３．概 要 

（１）主 催 おやま二千本桜まつり実行委員会 

（２）期 間 令和２年３月２１日(土)～４月１９日(日) 

（３）内 容 

①市内各地区でのさくらまつりの開催 

市内各地区自慢の桜の名所で実施します。 

名  称 日  時 会  場 

ほろ酔い思川桜ナイト 4/10（金）16時～21時  

11（土）12時～21時 

思川アプローチ付近 

ままだふるさとまつり 4/ 4（土） 9時～16時 間々田市民交流センター 

第５回桑地区ふるさとさく

らまつり 

4/ 5（日） 9時～15時 羽川大沼周辺 

第９回寒川さくらまつり 4/11（土）10時～14時 巴波川決壊口祈念公園 

第１４回ラムサール条約湿

地登録 渡良瀬遊水地「生井

桜まつり」 

4/11（土） 

10時～14時30分

生井桜づつみ 

第１１回中さくらまつり 4/12（日） 9時30～13時 巴波川桜づつみ（中出張所

北側堤防）及び中出張所 

絹ふれあいの郷思川桜まつ

り 

4/12（日） 9時～14時 絹ふれあいの郷 

第７回穂積さくらまつり 4/12（日）10時～13時 石ノ上橋下流堤防付近 
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②桜の名所 ライトアップ 

下記の桜の名所において、桜の開花時期に合わせてライトアップを実施いたします。 

○城山公園           １７時～２１時３０分 

○間々田八幡公園        １７時～２１時３０分 

○豊穂川沿いのさくら並木    １８時～２２時 

○小山思川温泉・露天風呂    １８時～２４時 

○小山市役所西側思川桜堤    １７時～２１時３０分 

 

 

③その他関連イベント 

○鯉のぼり群遊  

 約１００匹の鯉のぼりが春風に吹かれ泳ぎます。思川桜との２ショットをお楽しみ

いただけます。 

期 間 ：４月３日(金)～５月６日(水) 

会 場 ：小山総合公園(森のはらっぱ) 

 

４．その他 

 ＜市内の桜の名所のご案内＞ 

 【思川桜】 

   思川堤防上(観晃橋下流ほか)／白鷗大学大行寺キャンパス東側思川桜並木／摩利支天塚

古墳・琵琶塚古墳付近(市道221号線沿い)／ 小山駅西口祇園城通り など 

【ソメイヨシノ】 

城山公園／間々田八幡公園／豊穂川沿いの桜並木 など 
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記者会見資料 

産業観光部 商業観光課  

 

１．件  名 

「大つけ麺博 presents 美味しいラーメンと人気芸人とアイドルを

小山に集めてみました祭」の開催について 

～歴史あるラーメンイベントが小山市に上陸！！～ 

２．主  催 

大つけ麺博実行委員会 

（運営事務局（株）ブルースモービル〈東京都港区〉） 

３．後  援 

小山市、（一社）小山市観光協会、小山商工会議所 

４．開催日時（予定） 

令和２（２０２０）年 

   ４月 ３日（金）～ ５日（日）、１０日（金）～１２日（日）、 

１７日（金）～１９日（日）、２４日（金）～２６日（日） 

述べ１２日間 

金曜日：午後 ５時～午後 ９時 

土曜日：午前１１時～午後 ９時 

日曜日：午前１１時～午後 ８時 

５．会  場 

小山御殿広場 

６．開催内容 

・通算２００万食以上を販売し、数々の人気店も輩出した世界最大の規模を誇

る歴史あるラーメンイベントが小山市に上陸！ 

・「おやま和牛」や「おとん」、「かんぴょう」など小山市の食材を活用した地

産地消オリジナルメニューの考案も予定しています。 

・会場内のステージでは、お笑い賞レース「思川桜芸人チャンピオン（仮）」、

アイドルグループ「トッピング☆ガールズ(仮)」によるライブ等のイベント

も企画中です。 

・週替わりで８店舗ずつ、４週間でのべ３２店舗が出店予定です。 

（出店店舗情報やイベント情報については『大つけ麺博 in 小山』ＳＮＳにて

順次公開） 

 

７．問合せ 

小山市商業観光課 電話２２－９２７３ 
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記者会見資料 

産業観光部 工業振興課 

 

１ 件 名 

東京２０２０大会記念品プロジェクトに本場結城紬が参画しました 

～未来につなぐ 世界に誇る おやまの宝～ 

 

２ 要 旨 

東京都及び公益財団法人オリンピック・パラリンピック協議大会組織委員会は、

大会関係者に記念品を進呈するため、東京２０２０大会記念品プロジェクトを立

ち上げ、全国の伝統工芸品に呼びかけました。 

このプロジェクトに栃木県が参画するにあたり、小山市は本場結城紬のカード

ケースを提供し、協力しております。 

 

３ 提供品     「本場結城紬カードケース（名刺入れ）」 

 

（イメージ）※３月下旬完成予定 

 

（参考）プロジェクト概要 

名  称：東京 2020 大会記念品プロジェクト 

  実施主体：東京 2020 大会記念品プロジェクト実行委員会 

  伝統工芸品の進呈： 

    各県より集めた伝統工芸品９５品目（約１２００個）を IOC 委員・IPC 理事・

国際競技団体役員・各国オリンピック委員会役員・各国パラリンピック委員

会役員・国家元首など、東京 2020 大会関係者に対して進呈いたします。  
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  記者会見資料 

建設水道部 建設政策課 

 

１．件 名 

一般県道粟宮・喜沢線 第一奥州街道踏切改良工事竣工式の開催について 

～歩行者が安全に踏切を横断できるようになりました～ 

 

２．内 容 

   第一奥州街道踏切は、一般県道粟宮・喜沢線とＪＲ両毛線が交差する踏切で、

これまで通勤・通学時には車両の交通量が多いものの歩道が未整備であったため、

歩行者の危険はもとより通過する車両も交通事故の危険にさらされていました。 

これらのことから、踏切を含め県道を安全に通行できるよう望む地元住民によ

り「一般県道粟宮・喜沢線整備促進期成同盟会」が平成２８年３月２５日に組織

され、栃木県に対し道路の改良等を要望してきました。 

そしてこの度、栃木県によりＪＲ東日本へ委託された第一奥州街道踏切の改良

工事が完了したため、下記の通り、「工事竣工式」を開催するものです。 

 

３．開催日時 

令和２（２０２０）年２月１５日（土） 

式典開始 午前９時１５分から 

 

４．会場 

株式会社宇佐美エナジー北関東営業所 地内 

（小山市若木町２－１０－３１） 

 

５．主催者 

一般県道粟宮・喜沢線整備促進期成同盟会 
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  記者会見資料 

都市整備部 新都市整備推進課 

 

１． 件 名  

再開発マンションで移住定住促進 

～建設中の小山のまちなか再開発の２０１９年までの進捗状況～ 

 

２． 要 旨 

小山駅周辺では、東京の都心部まで新幹線で４２分の立地利便性を活かした街

なか居住を推進し、首都圏からの移住定住促進させるため、再開発事業を柱に積

極的に移住定住の受け皿整備を進めています。 

現在、駅東口の「駅東通り一丁目第一地区市街地整備事業」と駅西口の「城山

町二丁目第一地区市街地再開発事業」で工事が順調に進められ、また、これに続

く事業として駅西口駅前広場北側の「城山町三丁目第二地区」で再開発準備組合

を設立し、「東京建物株式会社」が事業協力者に選定され、事業化に向けた取り組

みを進めています。今般、２０１９年までの販売状況がまとまりましたので、発

表いたします。 

 

３． マンション販売状況 

〇駅東通り一丁目第一地区市街地整備事業〈令和元(2019)年 12 月末現在〉  

 マンション販売状況１３５戸全戸契約済み（うち市外在住者６６件） 

令和２(2020)年９月完成予定 

〇城山町二丁目第一地区市街地再開発事業〈令和元(2019)年 12 月末現在〉 

 マンション販売状況１４４戸のうち、７０戸契約済み（うち市外在住者３７件） 

 令和３(2021)年３月完成予定 

 

※ 不動産経済研究所から発表されました２０１９年首都圏マンション市場動向

によると、首都圏のマンション分譲価格は平均で５，９８０万円（約２９０万

円／坪）でバブル期以来の高値となっており、サラリーマンが都心部のマンシ

ョンを敬遠し、都心へ通勤可能な比較的安価となる地方都市の駅前マンション

に人気が出ている傾向があります。 

小山市で現在販売中のマンションは、首都圏のマンションと比較して坪単価が

約６０％程度の価格（小山市調べ）であり、契約者の約半数の方が市外在住者

となっていることから、都心通勤者の方々の受け皿となっており、市の進める

移住定住促進において、追い風となっている状況であります。 
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記者会見資料 

都市整備部 建築指導課 

 

１．件 名 

小山市空き家又は空き室を利用した住宅宿泊事業支援補助金交付要綱の制定について 

～県内初の補助制度で民泊を促進し、空き家の削減と地域活性化を図ります～ 
 
２．要 旨 

   本年7月にいよいよ開催される東京2020 オリンピック・パラリンピックを控えて、

首都圏を中心に宿泊施設の不足が懸念されています。一方、平成30(2018)年6月15日

に施行された住宅宿泊事業法に基づく民泊届出は全国で急速に増え続けており、令和

2(2020)年1月9日現在、2万3千件を超えています（栃木県内は174件）。 

このような状況の中、本市は平成 31(2019)年 4 月に「小山市空家民泊推進 3 カ年計

画」を策定して空き家・空き室の民泊活用を推進し、令和元年度の市内民泊件数は8件

となる予定です。 

さらに、このたび住宅宿泊事業法に基づく民泊届出に必要な消防設備費用、外国人宿

泊者への快適性と利便性を確保するための設備費用及び届出等に関する行政書士等委

託費用に係る補助制度を策定しました。 

東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機として、今後もラムサール条約湿地

登録された渡良瀬遊水地やユネスコ無形文化遺産登録された本場結城紬をはじめとす

る豊かな自然・歴史・地域資源等を活用しながら、空き家ストックの民泊活用による本

市インバウンドを促進し、空き家の削減と地域活性化を図ってまいります。 
 

３．補助制度内容 

    施設整備費補助 委託費補助 

対象者 住宅宿泊事業の届出を行う者 

対象経費 

・消防設備の設置費用 

（火災報知器、スプリンクラー 等） 

・外国人宿泊者の快適性や利便性の

確保に係る費用 

（ＷiＦi設備、外国語案内標識 等）

住宅宿泊事業法の届出等に係る

作業を行政書士等に委託した費用 

補助率 1/2 1/2 

限度額 50万円 10万円 
 

４．小山市内の民泊開業状況 
 

① 下河原田656-3 

② 中央町3-5-20 

③ 梁1276 

④ 小山111-4 

⑤ 松沼587  (3月予定) 

⑥ 間中310-1(3月予定) 

⑦ 間中1346 (3月予定) 

⑧ 白鳥1322 (3月予定) 

1
2

3 

4

5

6 7

8
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記者会見資料 

教育委員会 学校教育課 

 

１ 件 名 

  「防犯セミナー・セーフティー教室」の開催について 

～ＳＮＳの安全な利用について確認し、自分で自分の身を守ろう！～ 

 

２ 内 容 

令和元(2019)年１１月に、大阪府内で行方不明となった女児が小山市内で保護さ

れたことを受け、注意喚起を促すことと、自分で自分の身を守る態度の育成に向け、

昨年１２月に「おやまっ子３ない運動」を実施いたしました。 

このたび、さらなる防犯意識の高揚を図るために、読売新聞東京本社ＹＣ小山 

南部様のご協力により、販売エリア内にある東城南小学校と大谷中学校において、

「防犯セミナー・セーフティー教室」を開催いたします。これにより、ＳＮＳの  

安全な利用について改めて確認するとともに、様々な危険から自分で自分の身を 

守る態度の育成を図ってまいります。 

 

３ 実施校及び実施日時 

（１）小山市立東城南小学校 

  ①実施日時 令和２(2020)年２月１８日（火）午前１１時１５分～正午 

  ②対象   ５・６年の児童１８０名と１年生から６年生までの希望する保護者 

  ③内容   インターネット・スマ－トフォンの安全な利用の仕方に関する講話   

講師 菅野 泰彦 氏（全国読売防犯協力会防犯セミナー講師） 

 

（２）小山市立大谷中学校 

  ①実施日時 令和２(2020)年３月１３日（金）午後１時２０分～午後２時１０分 

  ②対象   １・２年の生徒３６５名と希望する保護者 

  ③内容   インターネット・スマ－トフォンの安全な利用の仕方に関する講話 

        講師 菅野 泰彦 氏（全国読売防犯協力会防犯セミナー講師） 
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記者会見資料 

 

小山市教育委員会 生涯学習課 

 

 

１．件 名 

（一社）倫理研究所 小山市倫理法人会・小山中央倫理法人会 

との連携協定について～あたたかな家庭が育めるまち“小山”を目指して～ 

 

２．要 旨 

「健やかな地域社会」を作るためには、「あたたかな家庭環境」が大切であるこ

とから、あたたかな家庭環境づくりにつながる市が実施している取り組みについ

て市内事業所から理解と協力を得ることにより、家庭が、未来を担う小山市の子

供たちの健全な育成の場となるよう「支えあう意識」を深め、共に連携協力して

いくことを目的として、同法人会との協定を締結するものです。 

 

 

 

３．協定書調印式 

（1）日 時 令和２（２０２０）年２月１８日（火）午後３時３０分～午後４時 

(2) 場 所 大会議室北 

(3) 調印者  小山市長 

（一社）倫理研究所 小山市倫理法人会 会長 島田和恵 

（一社）倫理研究所 小山中央倫理法人会 会長 鈴木裕希   

 

 なお、実施予定事業につきましては、協定書調印式当日に公表いたします。 
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記者会見資料 

 

                        教育委員会 生涯スポーツ課 

 

 

１ 件 名 

栃木ゴールデンブレーブス表敬訪問及び激励会について 

～ がんばれ！栃木ゴールデンブレーブス！！～ 

 

 

２ 趣 旨 

  小山市をホームタウンとする独立リーグルートインＢＣリーグプロ野球チーム「栃

木ゴールデンブレーブス」は、前オリックス・バファローズの成瀬善久（なるせ よ

しひさ）氏を投手兼ピッチングコーチに迎え、新メンバーで2020年シーズンの決意表

明を行います。また、栃木ゴールデンブレーブスを激励する会を開催し、オール小山

で応援していく機運を盛り上げ、2020年シーズンの益々の活躍を祈念します。 

スポーツは市民の心を一つにし、町を明るく元気にします。オール小山で「栃木ゴー

ルデンブレーブス」を応援することで、さらに小山市の発展を図るものです。 

 

 

３ 日  時  令和２（２０２０）年３月６日（金）  

  場  所   表敬訪問 午後４時３０分 市役所３階 大会議室 

         激励会  午後６時３０分 小山グランドホテル 飛天の間 

 

 

４ 内  容  表敬訪問 

  栃木ゴールデンブレーブス 選手紹介及び決意表明 

 

        激励会 主催：小山市栃木ゴールデンブレーブスを応援する会 

          (1) オープニングセレモニー 

          (2) 主催者あいさつ 

          (3) 栃木県民球団代表あいさつ 

          (4) 花束贈呈 

          (5) 来賓祝辞 

          (6) 県民球団スタッフ・チーム選手紹介 

          (7) サイン会・懇談 

          ※ 内容については調整中になります。 
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記者会見資料 

消防本部 総務課 

 

 

１ 件 名 

  令和元年度水防功労者国土交通大臣表彰受賞に伴う市長表敬訪問について 

  ～台風第１９号による災害の対応に貢献～ 

 

２ 要 旨 

  小山市消防団が、水防功労者国土交通大臣表彰を受賞したため、下記の通り市長

表敬訪問を実施いたしますので取材方よろしくお願いいたします。 

 

３ 内 容 

⑴  訪問日時 令和２（２０２０）年２月２８日（金）午前１０時３０分から 

⑵  訪問場所 市長公室 

⑶  訪問者  稲葉茂団長、飯島定男副団長、荒川政昭副団長 

      吉田和男副団長、柴山晴夫副団長 

 

４ 受賞した表彰等 

⑴ 受賞した表彰 

令和元年度水防功労者国土交通大臣表彰 

⑵ 受賞団体 

小山市消防団 （代表 消防団長 稲葉 茂） 

⑶ 受賞概要 

 令和元年台風第１９号の豪雨災害に際し、１０月１２日から１３日の２日間に

わたり、延べ１４９８名が出動しました。市内では大雨が降り続くことにより、

河川増水や内水被害など、多くの住宅が床上及び床下浸水の被害が発生する危険

な状況の中、住民の避難誘導や水防活動を行い、人的被害の軽減に多大な貢献を

はたした功労に対し、国土交通大臣表彰を受賞したものです。 

⑷ 表彰式概要 

日時 令和２（２０２０）年２月１０日（月）１３時３０分から 

場所 国土交通省（中央合同庁舎第３号館）１０階共用会議室 

⑸ その他 

受賞した栃木県内の団体（２団体） 

   小山市消防団・栃木市消防団 

受賞した全国の団体（４４団体） 
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(1)

1

(2)

2

(3)

3

(4)

4

(5)

5

(6)
6

(7)

7

(8)

8

(9)

9

(10)
10

小山市内の小、中、義務教育学校卒業式の実施について
【3月10日(火)、3月19日(木)】
～学び舎で育んだ無限大の可能性、想いを追い風に未来へ咲かせ！！～

地域創生に関する包括連携協定事業　終活セミナー【3月10日(火)】
～終活、始めてみませんか～・・・・・・・・・・・・・・・・・

共に生きるまちづくりフォーラム【3月15日(日)】
～第６回小山市社会福祉大会の開催について～・・・・・・・・・

火災予防運動期間中の防火巡回、防火講話及び防火はっぴ姿での登園に
ついて【3月1日(日)～3月7日(土)】
～子ども達から地域へ、みんなで目指せ火災ゼロ～・・・・・・・

「第10回小山の医療を考えるシンポジウム」の開催について
　【3月8日(日)】～皆で考えよう！ 治す医療と支える医療～・・・

第４期　令和元（２０１９）年度「糸つむぎ講習会」修了式について
【3月9日(月)、3月11日(水)】
～本場結城紬の伝統技術を未来へ、製糸技法の担い手の巣立ち～・・

消費生活講演会の開催について【2月29日(土)】
「使って安心！通信販売の上手な利用法」～トラブルに遭わないために

令和２(2020)年2月12日

2月　行事・イベント等のお知らせ

第5期「おやま広報特派員」の募集および活動報告会について
【2月13日(木)】
～市民目線での情報発信 ＝ シティプロモーションの原動力～・・

「小山市障がい者作品展示会」の開催について【2月14日(金)】
～みんなの想いを作品にしました～・・・・・・・・・・・・・・

わがまちげんき発掘事業報告会の開催について【2月28日(金)】
～３年間の集大成！お伝えします、“わがまち”の魅力～・・・・



記者会見資料 

秘書広報局 

 

１．件 名 

 第5期「おやま広報特派員」の募集および活動報告会について 

～ 市民目線での情報発信 ＝ シティプロモーションの原動力 ～ 

 

２．内 容 

 市のイベント情報や参加した感想、おすすめスポットやお店などの「おやまの魅力」を

SNSで発信していただく「おやま広報特派員」の新規募集および令和元(2019)年度活動報告

会を行います。 

 

３．募集要項（任期1年・10名） 

(1)応募資格（下記の①・②・③すべてに該当する方） 

①小山市にゆかりのある方、市を盛り上げたい方など 

②個人のSNS(Facebook、Twitter、Instagram)で定期的に投稿している方 

③市のイベントなどに積極的に参加していただける方 

 

(2)募集期間 

  2月13日（木）～4月24日（金）（平日8時30分～17時15分） 

 

(3)申込方法 

氏名（フリガナ）、住所、年齢、性別、連絡先、職業、応募動機（200文字程度）、ご自

身のSNSのアドレスを直接、またはメール、FAXで秘書広報局まで 

 

(4)申込先・問合せ 

  秘書広報局 電話 22-9353 

FAX 22-9380 

メールアドレス oyamacity@city.oyama.tochigi.jp 

 

＜おやま広報特派員 講習会・活動報告会＞ 

日時 3月7日（土）13時30分～17時00分 

     講習会   13時30分～15時30分 

     活動報告会 15時30分～17時00分 

場所 小山市役所 本庁舎3階 大会議室北 

現在活動中のおやま広報特派員16名による令和元（2019）年度の活動報告、次年

度に向けての意見交換の場です。 
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記者会見資料 

保健福祉部 福祉課 

 

１ 件 名 

「小山市障がい者作品展示会」の開催について 

～みんなの想いを作品にしました～ 

 

２ 要 旨 

障がい者が作品を創作する過程で、自己の障がいを克服し、機能回復等残存能

力の向上を図り、明朗快活積極的に更生の実をあげ、明るい生活形成に寄与する

とともに、作品を展示することにより、地域住民の理解と関心を高めることを目

的に、作品展示会を開催します。 

 

３ 主 催 

小山市身体障害者福祉会連合会、小山市障がい者生産活動協議会 

 

４ 後 援 

   小山市、小山市教育委員会 

 

５ 開催日時 

   令和２（２０２０）年２月１４日（金）１２：００～１６：００ 

             ２月１５日（土） ９：００～１６：００ 

             ２月１６日（日） ９：００～１５：００ 

 

６ 会 場 

  道の駅思川 小山評定館 

 

５ 内 容   

障がい者が創作した絵画、手工芸品、書道、写真などの展示 

 

６ その他 

   入場無料 
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記者会見資料 

 

総合政策部 総合政策課  

 

１．件 名 

わがまちげんき発掘事業報告会の開催について 

～３年間の集大成！お伝えします、“わがまち”の魅力～ 

 

２．要 旨 

「わがまちげんき発掘事業」は、平成２３（２０１１）年度より各公民館地区を

核とする地域住民主体のまちづくり団体が、自らが住む地域の資源を発掘し、それ

らを発展、再現、復活等をすることにより特色のある地域づくりを行い、さらに継

続的な活動による資源の活用及び次世代への継承、活き活きとしたまちづくりの推

進に資することを目的としています。各まちづくり団体が３年度に渡って事業を実

施しており、今回は第Ⅲ期となる平成２９（２０１７）年度から令和元（２０１９）

年度の活動内容について、報告会を開催いたします。 

 

３．日 程 

令和２（２０２０）年２月２８日(金) 午後４時３０分～６時３０分 

 

４．会 場 

道の駅思川 小山評定館 

 

５．内 容 

  各まちづくり団体（１０団体）による「わがまちげんき発掘事業活動報告」 

№ 団   体   名 

1 小山地区わがまちげんき発掘実行委員会 

2 わがまち大谷げんき発掘事業推進協議会 

3 わがまちげんきままだ発掘事業推進協議会 

4 生井ヨシ舟プロジェクト 

5 寒川地区振興協議会寒川地区わがまちげんき発掘事業推進部会 

6 豊田わがまちげんき発掘実行委員会 

7 中地区まちづくり振興協議会 

8 穂積わがまちげんき発掘事業推進協議会 

9 桑げんき発掘推進協議会 

10 絹地区わがまちげんき発掘事業推進委員会 
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  記者会見資料 

市民生活部 生活安心課 

 

１．件 名 

消費生活講演会の開催について 

「使って安心！通信販売の上手な利用法」～トラブルに遭わないために～ 

 

２．内 容 

   情報通信技術の発展により放送メディアが多様化し、衛星放送やＣＡＴＶなど

による多チャンネル化が進んだことや、パソコンやスマートフォンが多年層に普

及し気軽にインターネットを使えるようになったことで、テレビやインターネッ

トを媒体とした通信販売を利用される方が増えています。一方で、これらに関す

るトラブルの相談も増加しています。 

テレビショッピングでの臨場感あふれたインパクトのある商品紹介やインタ

ーネットショッピングの手軽な利便性はありますが、まだまだ消費者に十分理解

されていない部分もあります。 

講演会では、通信販売で失敗しないためのアドバイスや様々な情報を提供いた

します。 

 

３．日時  

令和２（２０２０）年２月２９日（土）午後１時３０分から午後３時 

 

４ 会場 

小山市役所大会議室北 

 

５ テーマ 

  「使って安心！通信販売の上手な利用法」～トラブルに遭わないために～ 

 

６．講師 

やしろ消費者情報研究所（元日本通信販売協会相談室長） 

八代 修一（やしろ しゅういち） 氏  

 

７．申込み 

生活安心課に直接電話（２２－９２８２）もしくはＦＡＸ（２５－８３０１）で

受付します。（２月２１日〆切、定員１００名） 
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記者会見資料 

                       消防本部 予防課 

 

１ 件  名 

火災予防運動期間中の防火巡回、防火講話及び防火はっぴ姿での登園について 

～子ども達から地域へ、みんなで目指せ火災ゼロ～ 

   ２ 内  容 

小山市幼年消防クラブ連合会では、幼児期から火災予防に対する意識付けを行

うと共に、各家庭や地域住民への火災予防啓発を行うため、３月１日から実施さ

れる令和２（２０２０）年春季全国火災予防運動の期間中に、「火の用心」の掛

け声と共に地域を回る防火巡回、火災について学ぶ防火講話及び防火はっぴ姿で

の登園を実施します。 

   ３ 実施予定クラブ数 

(1) 防火巡回 １クラブ 

(2) 防火講話 ４クラブ 

(3) 防火はっぴ登園 １２クラブ 

４ 内  訳 

 

日時 人数 日時 人数 日時 人数

1 認定こども園のぶしま幼稚園 3月1日～7日 46

2 網戸保育所 3月1日～7日 25

3 こばと保育園 3月4日　10:00 26 3月1日～7日 26

4 すみれ保育園 3月1日～7日 20

5 間々田北保育所 3月1日～7日 23

6 木の実保育園 3月5日　10:00 50

7 白鷗大学はくおう幼稚園 3月1日～7日 20

8 あけぼの保育園 3月3日　10:00 70

9 認定おおやこども園 3月6日　10:00 50

10 認定こども園小山幼稚園 3月1日～7日 48

11 静林幼稚園 3月1日～7日 77

12 もみじ保育所 3月1日～7日 35

13 楠エンゼル幼稚園 3月2日　10:30 65

14 絹保育所 3月1日～7日 34

15 中久喜保育所 3月1日～7日 31

18 黒田保育園 3月1日～7日 18

合計 4 211 1 50 12 403

実施日

小山市幼年消防クラブ連合会　令和２年春季火災予防運動期間中の活動実施内容

防火講話 防火巡回№ 幼年消防クラブ名 防火はっぴ登園
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記者会見資料 

保健福祉部 健康増進課  

 

１．件 名  

 「第 10 回小山の医療を考えるシンポジウム」の開催について  

～皆で考えよう！ 治す医療と支える医療～ 

 

２．要 旨 

新小山市民病院を含む小山の地域医療の様々な課題について情報を共有し、医療関

係者と行政、市民が相互理解を深め、「小山の医療について一緒に考え、ともに育て

る」意識の高揚を図ることを目的に、シンポジウムを開催します。 

 

３．内 容 

  （1）日 時 令和 2(2020)年 3 月 8 日（日）午後 1 時～4 時（開場 12 時） 

  （2）会 場 小山市立文化センター 小ホール 

  （3）主 催 一般社団法人小山地区医師会・地方独立行政法人新小山市民病院 

小山の地域医療を考える市民会議 

  （4）共 催 一般社団法人小山歯科医師会 一般社団法人小山薬剤師会 小山市 

    （5）後 援 栃木県県南健康福祉センター 

（6）内 容  

 全体コーディネーター 小山市地域医療特別顧問 梶井 英治 氏 

１部 【小山の地域医療を考える市民会議活動報告】 

    劇団いきがい座「（寸劇上演）余命 3 カ月、在宅医療を選ぶ」  他 

 

２部 【パネルディスカッション】 

座    長   梶井 英治 氏 

                     コメンテーター  島田 和幸 氏 

       テーマ「ONE
ワ ン

 TEAM
チ ー ム

で支えよう！小山市の医療連携の現状と課題」 

        パネリスト（出演団体名） 

 ①新小山市民病院患者支援センター        

              ②小山地区医師会在宅療養支援診療所       

              ③高齢者サポートセンター            

              ④小山の地域医療を考える市民会議        

 3 部 【講演会】 

    テーマ 「小山市の今、そしてこれからの地域医療のカタチ」 

         講 師 小山地区医師会長 塚田 錦治 氏 

小山歯科医師会長 手束 公一 氏 

小山薬剤師会長  山田 利信 氏 

    

 ●展示コーナー(12 時から 13 時) 

小山地区医師会・小山歯科医師会･小山薬剤師会・新小山市民病院 

     小山の地域医療を考える市民会議・おーらじ・小山地区定住自立圏他 
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  記者会見資料 

産業観光部 工業振興課 

 

１．件 名 

第４期 令和元（２０１９）年度「糸つむぎ講習会」修了式について 

～本場結城紬の伝統技術を未来へ、製糸技法の担い手の巣立ち～ 

 

２．内 容 

   小山市では、本場結城紬の高度な伝統技術を後世へと継承するため、原料部門

での担い手の育成を目的とした「糸つむぎ講習会」を昨年９月より開催して参り

ましたが、各コース全１２回の講座が終了し、以下のとおり修了式の開催を予定

しておりますのでご報告いたします。 

 

３．修了式日時 

A コース 令和２（２０２０）年３月１１日（水）１１時３０分から 

B コース 令和２（２０２０）年３月 ９日（月）１１時３０分から 

 

４．会場 

A コース 桑・蚕・繭・真綿かけ・糸つむぎのさと 

     （小山市福良１１１８－１ 絹公民館南西端） 

B コース おやま本場結城紬クラフト館 

     （小山市中央町３－７－１ ロブレビル１階） 

 

５．講師 

  結城紬製糸部門伝統工芸士及び伝統工芸士推薦の糸つむぎ従事者 

 

６．修了予定者（R2.2.12 時点） 

A コース ９名 

B コース ８名 
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記者会見資料 

 

                   保健福祉部 地域包括ケア推進課 

 

 

１ 件  名 

地域創生に関する包括連携協定事業 終活セミナー 

～終活、始めてみませんか～ 

 

２ 要  旨 

高齢化の進行、高齢者の一人暮らしや夫婦のみ世帯の増加に伴い、市民一人ひとり 

が人生の最期まで自分らしく暮らし続けることができるよう地域包括ケアシステムの 

構築を進めるなかで、市民の今後の人生をより豊かなものにするため支援が重要な取 

組み課題となっている。 

その一環として、最期を迎えるにあたりどのような準備が必要か何から始めたらよ 

いかなどの『終活の始め方』を切り口として、自分らしい最期の迎え方を考える機会 

とする。 

 

   ３ 日  時  令和 2(2020)年 3 月 10 日（火） 午後 1時 30 分～午後 3時 30 分 

 

   ４ 会  場  健康医療介護総合支援センター(小山市神鳥谷 2251－7) 

 

   ５ テ ー マ  終活の始め方 

             

６ 講  師  (社)日本エンディングサポート協会理事長 佐々木 悦子氏 

 

７ 共  催  小山地区社会福祉協議会 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 
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  記者会見資料 

教育委員会 教育総務課 

 

１．件 名 

小山市内の小、中、義務教育学校卒業式の実施について 

～学び舎で育んだ無限大の可能性、想いを追い風に未来へ咲かせ！！～ 

 

２．趣 旨 

   以下のようなねらいをもって卒業式が挙行されます。 

（１） ３年間、６年間または９年間の学習を修め、卒業する喜びを味わわせるとと

もに、将来に対する期待と希望がもてるようにする。 

（２） 卒業生としての誇りと自覚、そして今までお世話になった人々に対する感謝

と尊敬の気持ちがもてるようにする。 

（３） 卒業生を心から祝福するとともに、卒業生が残した業績を大切にし、よりよ

い校風を築いていこうとする気持ちがもてるようにする。 

 

３．内 容 

（１） 卒業式期日 

 中学校、義務教育学校  令和２（２０２０）年３月１０日（火） 

 小学校         令和２（２０２０）年３月１９日（木） 

 

（２） 卒業生数（令和２（２０２０）年１月１日現在） 

 中学校、義務教育学校  １，５０４名 （男 ７８５名 女 ７１９名） 

 小学校         １，５２１名 （男 ８０７名 女 ７１４名） 

 

（３） その他 

 市内全校の卒業式において、渡良瀬遊水地のヨシを原料に製造した小山市オ

リジナルの「ヨシ紙」の卒業証書を授与します。 
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記者会見資料 

保健福祉部 福祉課 

 

１ 件 名 

共に生きるまちづくりフォーラム 

～第６回小山市社会福祉大会の開催について～ 

 

２ 要 旨 

市民全体が障がいや福祉について理解を深め、自らの活動への意欲をより高め

「地域共生社会の実現」を期する機会とするために開催します。 

 

３ 内 容 

（1） 日 時 令和２(２０２０)年３月１５日（日）午後１時～午後３時３０分 

（2） 会 場 小山市立文化センター 小ホール 

（3）  

（4） 主 催 小山市、小山市社会福祉協議会 

（5） 後 援 小山市教育委員会 

（6） 内 容 

１部 【式典】 

◆社会福祉功労者表彰 ◆障がい者作品展示会優秀作品表彰  

◆“ふくし”の標語コンクール優秀作品表彰 

◆どんぐり基金・善意銀行感謝状贈呈 

 

      ２部 【福祉施設等活動発表】 

    ◆ベル・スマイル（障がい者施設利用者によるハンドベル演奏） 

    ◆社会福祉法人パステル利用者によるダンス発表 

 

３部  【福祉講演会】 

   ◆講師 車いすバスケットボールパラリンピック代表候補 

       車いすバスケットボール社会人チーム 

       栃木レイカーズ所属 

       髙柗 義伸（たかまつ よしのぶ） 氏 

   ◆演題 「障がい者スポーツを通して夢を実現」 

 

４ その他 

   入場無料 
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